
(1) 運動機会の充実と体育・保健体育授業の改善 

○キッズ運動遊びどこでもゼミナール事業・・・・22 万 1 千円（10 回開催） 

・長野県版運動プログラム実技講習会と運動あそび教室の開催 

講師 運動遊びについて専門的に研究を行っている大学教授  

対象 小学校教員、保育士、児童クラブ指導員、保護者、地域指導者 

○体つくり運動実技講習会事業・・・37 万 4 千円（小中学校全 25 校開催） 

・小学校高学年と中学校の授業において体つくり運動実技講習会を開催 

講師 体つくり運動を専門的に研究を行っている大学教授、アスレチッ

ク・トレーナー 

対象 小中学校児童生徒及び教員 

 (2) 幼児期からの運動遊びの普及 

○幼児期の運動プログラム開発普及事業・・・ 83 万 8 千円（文科省委託） 

・幼児期を対象にした運動プログラムを開発と幼・保育園へＤＶＤ配布 

・幼児期からの運動習慣の形成を推進し、幼児期から運動好きを増やす。  

 

・運動部活動指導者向け講演会、実技研修会の開催 

○教職員研修や学校訪問を通じて体力向上の意識や重要性の理解の促進 

・満足感・達成感を引き出す指導への改善を図り、運動好きを増やす。 

○体力向上プラン 1 校 1 運動 

・「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の分析結果を踏まえた「体力

向上プラン 2014」を策定し、1 校 1 運動の実施による取組 

新 

体力向上事業 

 
スポーツ課 

 

１ 事業目的 
     本県の小・中学校の児童生徒の体力・運動能力は、全国平均と比較すると、女子は低い水準

にあり、特に、中学生女子においてその傾向は顕著となっているほか、運動する児童生徒とし

ない児童生徒の二極化も進んでいる。また、中学校女子の部活動加入率が全国平均と比較して

低く、運動離れの傾向がみられる。そのため、体力・運動能力の向上と運動好きな子どもを増

やし、生涯にわたって運動・スポーツに親しむための基礎づくりへの支援をする。 

 
 
２ 事業内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予算額  １４３万３千円  
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長野県版運動プログラム普及事業 

中学生期における適切なスポーツ活動の推進 

体力テストフィードバック事業 

ながのスポーツスタジアム事業 

体育授業の改善と運動機会の増加 

http://illpop.com/img_illust/season/oct01_a12.png


長野県版「運動プログラム」普及事業 

スポーツ課 

 

１ 目的  

幼児期の「運動遊び」により、子どもたちに体を動かすことの楽しさや喜びを体感することで

動ける体つくりと運動の習慣化につなげ、運動好きな子どもを育成する。その結果として体力・

運動能力が向上し、５年後の体力合計点全国１０位台を達成する。 

 

 

 

 

 

 

 
２ これまでの取組概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

３ 事業内容 

新 ・幼児期の「運動プログラム」の開発 

・キッズ運動遊びどこでもゼミナールの開催 

・小中学校「体つくり運動」実技講習会の開催 

 

 

４ 予算額 １４３万３千円 

○幼児期の運動遊びの効果  

 ・体力・運動能力の向上                          ・運動好きな子どもの増加  

 ・コミュニケーション能力（社会性）の発達            ・運動の習慣化   

 ・心身の発達（骨格の発達、粘り強さ、集中力の向上）   ・認知的な発達の促進  
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